
まもり、創る、次代を
見据えたまちづくり

〜新たな総合計画づくり〜

東海村タウンミーティング

20240803対話内容



「村長も交えた自由な意見交換」の主な内容

守りたい・残したい・創りたいもの
 地域のつながり：コミュニティセンターは、集まれる場として維持し

たい。地域行事などを通じた地域のつながりは災害時の助け合い

にもつながるため、大切にしたい。

 図書館・公園・自然：子どもと触れ合える広い場所や自然。計画的

に保護された自然環境を残したい。

 産業と仕事環境：高齢者も含め、村内で仕事ができる環境を維

持・発展できると良い。

 日常の利便性：中心部の利便性を維持しつつ、村内で生活する

人々が、近場での買い物や病院利用をしやすく。村内での交通手

段を確保し、高齢者が移動しやすい環境を作りたい。



「村長も交えた自由な意見交換」の主な内容

守りたい・残したい・創りたいもの
 東海村らしい産業や特産物を大切にしつつ、発展させたい。

 スタートアップ企業や新しい技術開発を支援し、産業や雇用の場

を創出していくことも大切だと思う。

 商業施設を増やしたり、既存の商業施設を活用したイベントなどを

増やして賑わいを創っていくと良さそう。

 タウンミーティングはとても良い場だと思う。住民が意見を言える

場を増やしてほしい。



「村長も交えた自由な意見交換」の主な内容

村長からのコメント
 適度に手入れをしつつ、乱開発など防ぎながらも必要な開発を進

め、うまく自然を守っていきたい。

 コミュニティーセンターの更なる活用や、地域コミュニティの在り方

について検討を重ねているところ。今後もたくさんの意見を聞きな

がら時代に合った形を考えていく。

 村内には研究施設もあり、新しい産業の種（シーズ）を育てていく

ことも大切だと考えている。

 タウンミーティングについては、より多くの人が参加しやすい時間

帯や場所などを模索しながら、引き続き実施していきたい。


